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ライセンス
• Copyright (c) 2023 NF Corporation

• Released under the MIT license

• https://opensource.org/licenses/mit-license.php
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概要
ダッシュボードからCA5351の設定を行います。設定内容は以下の通りです。

• ゲインの設定をします。
• CS（サプレッション電流）値の設定をします。
• フィルタの設定をします。
• ゼロチェックの設定をします。
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動作環境
⚫ Raspberry Pi 4 Model B Rev1.5

⚫ Raspberry Pi OS(64bit)／Devian GNU/Linux 11(bullseye)

⚫ Python 3.9.2

pyusb 1.2.1

PyVISA 1.12.0

PyVISA-py 0.5.3

⚫ Node-RED 3.0.2

Node.js 16.19.0

4



Copyright  2022 NF Corp. All rights reserved.

ダッシュボード（CA5351）
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ゲイン設定ボタン

リセットボタン

フィルター設定ボタン

ゼロチェック設定ボタン

サプレッション電流値
入力欄

メニューアイコン
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使い方
• webブラウザでwebアドレス欄に、Raspberry PiのIPアドレスと続けて:1880/uiを入力してくだ

さい。（例：192.168.1.2:1880/ui）
• 左上のメニューアイコンをクリックしてCA5351を選択してください。
• ゲイン設定ボタンを押してゲインを設定します。
• フィルター設定ボタンを押してフィルタを設定します。
• ゼロチェック設定ボタンを押してゼロチェックの設定を行います。
• サプレッション電流値入力欄に電流値を記入するとサプレッション電流が設定されます。
• リセットボタンを押すと工場出荷時状態に初期化されます。
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以上


